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研究要旨  

内リンパ水腫画像検査の定量性の向上にむけて、MR造影剤による外リンパの造影程度への高感度が定

量性に大きく影響することは明らかであることから、この方法の根本であるパルスシーケンスの感度向

上に注目して研究を進めた。 

MRのパラメーターはたくさんあるが、そのうちの繰り返し時間の延長とフリップアングルの増加によ

る信号雑音比の大幅向上による撮像法をimproved HYDROPS (i-HYDROPS)として発表し、論文化した。さら

にこの方法の応用で、内リンパと外リンパの分離に優れ、定量に圧倒的に有利な3D-real IR法を静脈注射

のガドリニウム造影剤投与による方法による画像化に世界で初めて実用化に成功し、論文化した。これも

アクセプトの状態となっている。国外の施設へのパルスシーケンス提供も行っている。 

3D-real IRにより、検査の成功率も上がり、画像処理も不要となるため、検査方法の普及に有益と思わ

れる。MRのメーカーごとの開発については、シーメンス社以外の各社に開発を申し入れているが、やはり

まだ十分な成果が上がっていない。自動定量についても重要な課題であるが、ワークステーションソフト

の開発で世界的な地位を占める複数のメーカーに依頼しているがこちらもまだ画期的な進歩はしばらく

掛かりそうである。定量のための人工知能の開発も我々の講座で着手したところである。 

 
Ａ．研究目的 

内リンパ水腫画像検査の定量性の向上 に
むけて、MR造影剤による外リンパの造影感度
が定量に大きく影響することは明らかである
ことから、この方法の根本である外リンパ液
の造影効果に影響を与える因子のうちパルス
シーケンスパラメーターを変更してあらたな
撮像プロトコールを提案すること。 
 
Ｂ．研究方法 

後方視的にすでに様々なパラメーターで得
られた画像データから比較可能な症例を抽出
して検討した。 
（倫理面への配慮） 

後方視的検討であり、介入はない。個人情
報は削除して検討している。倫理委員会承認
も得ている。 
 
Ｃ．研究結果 

繰り返し時間の延長とフリップアングルの
増加による信号雑音比の大幅向上により、造
影効果が弱い場合でも安定して定量が出来る
ようになる撮像法をimproved HYDROPS (i-
HYDROPS)として発表し、論文化した。 

さらにこの方法の応用で、内リンパと外リン
パの分離に優れ、定量に圧倒的に有利な3D-
real IR法を静脈注射のガドリニウム造影剤
投与による方法による画像化に世界で初めて
実用化に成功し、論文化した。これもアクセ
プトの状態となっている。国外の施設へのパ
ルスシーケンス提供も行っている。 
 
Ｄ．考察 

3D-real IRにより、検査の成功率も上がり、
従来必要であった、差分やマスク処理といっ
た画像処理も不要となるため、検査方法の普
及に有益と思われる。外リンパはプラス、内
リンパはマイナスの信号値となるので、セグ
メンテーションが容易で、定量には圧倒的に
有利である。この方法が通常量静脈注射ガド
リニウム造影剤使用によって実現したことは、
様々な偶然が重なったこともあるが、多数の
検査を絶えず全力で行ってきた成果と思われる。 
 
Ｅ．結論 

内リンパ水腫画像検査の精度の向上という
一見地味なテーマから極めて重要な知見が生
まれつつある。新世代の環状型ガドリニウム
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製剤でも内リンパ水腫画像検査は可能と思わ
れる。 
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